
※行事の予定は諸事情により変更する場合があります。

３年進路関係は学年で配布済みの予定表をご参照ください。
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月
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日

発
行
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一

月
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７

日

始

業

式

・

身

体

測

定

８

日

三
年
学
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診
断
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ス
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④

日

５
組
カ
ル
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会
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日

平

和

の

つ
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日
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五
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日

と
５
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会
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付(
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25

日

ユ
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ス
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会(

一

年

参

加)

日

一
年
総
合
・
留
学
生
交
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二
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技
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５

日

附
中
入
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準
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午
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奈
良
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試
統
一
日

６

日

附
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入
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学

力

検
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８

日

附

中

入
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合

格

発
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※
６
日
～
８
日

家
庭
学
習

９

日

合

格

者

連

絡

会

国
立
、
大
阪
・
京
都
私
学

入

試
統
一
日

日

建

国

記

念

の

日

11

日

京
都
公
立
前
期
選
抜(

～

日)

14

15

日

一
・
二
年
奈
良
め
ぐ
り

15

評

議

員

会

⑤(

午

後)

日

三
年

期
末
テ
ス
ト(

～

日)

18

19

と
５
組
の
交
流
会

1/3

日

教

育

後

援

会

講

演

会

19

日

５

組
親
子
縄
跳
び
大
会
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

20

大
阪
公
立
前
期
選
抜

日

奈
良
公
立
前
期
選
抜(

～

日)

21

22

日

一
・
二
年
期
末
テ
ス
ト(

～

日)

25

27

日

三
年
ク
ラ
ス
サ
ー
ビ
ス
・
校
長
講
話

26【

三

月

】

６

日

京
都
公
立
一
般
選
抜

７

日

卒
業
式
予
行
・
準
備

８

日

卒
業
式
・
５
組
送
る
会

日

大
阪
公
立
一
般
選
抜

11

日

奈
良
公
立
一
般
選
抜

13

日

一
・
二
年
Ｐ
Ｔ
Ａ

14

日

一
・
二
年
二
者
懇
談(

～

日
午
後)

15

19

日

終
業
式
・
平
成

年
度
修
了
式

22

24

【第３回日韓交流作文コンクール】
・優秀賞 新子泰平
【ＪＩＣＡ国際協力中学生・高校生エッセイコンテスト】
・学校賞
・国際協力特別賞(全国表彰) 仁科周弥
・佳作 小村優理花

【春日大社清書会】 奈良市長賞 仲井康裕
【吉野神宮】
・特選 栢木菜名 奥田美紗季
・準特選 伊藤瑞音 水野一意 山本歩美 戸田彩水

上田静奈 細川明日香 西垣志保 蔵口穂乃香
仲井康裕 品山奈央

・佳作 原田さくら 西岡侑夏 稲田真由
【税についての作文】優秀賞 新子泰平
【発明工夫展】優秀賞 奥田広輝(勝手に止まる扇風機)
【県ジュニア美術展】入選 榮嶋千紘
【県生徒作曲コンクール】佳作 平田めぐみ 山本紗萌
【奈良県統計グラフコンクール】佳作 小川倭伽奈
【県子どもの読書活動推進啓発ポスター】優秀 上田真央
【春日大社親と子の写生会】宮司賞 中村秀太
【科学部】
・ＷＲＯ Japan 中学生部門優秀賞 Challenger

→日本代表チームとして世界大会への出場権獲得
・ＷＲＯ世界大会inマレーシアに出場
・ＦＬＬ西日本大会 優勝(ディレクターズ賞→全国大会へ）

【バスケットボール部】市新人大会 第３位
【ハンドボール部男子】市新人戦 第２位
【水泳部】県学年別大会

３年女子100m平泳ぎ 第２位 上田 愛

大学と教育後援会(奨学寄附金)のご支援
により、大会議室（管理棟３Ｆ・図書室の
奥）の避難用シューターを、近々設置でき
ることとなりました。避難器具の設置は、
生徒の安全確保という観点から、中学校だ
けでなく育桜会や後援会からも大学にお願
いしてきた経緯があり、今回実現できる運
びとなりましたことは、そうした多くの皆
様のご助力によるものと感謝しています。
本当にありがとうございました。

日
、
全
校
生
徒
が
参
加
し
て

11
今
年
度
の
『
平
和
の
つ
ど
い
』
を
開

き
ま
し
た
。
講
演
に
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア

で
長
年
、
孤
児
の
支
援
に
取
り
組
ん
で

こ
ら
れ
た
、
栗
本
英
世
氏
に
お
出
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
栗
本
さ
ん
は
個
人
レ

ベ
ル
で
、
孤
児
た
ち
の
た
め
の
学
校
作

り
と
そ
の
維
持
に
奔
走
し
て
こ
ら
れ
ま

し
た
。
い
ま
、
私
た
ち
が
震
災
被
災
地

へ
の
支
援
を
ど
の
よ
う
な
形
で
継
続
し

て
い
く
か
を
考
え
て
い
く
上
で
、
示
唆

に
富
ん
だ
お
話
を
聞
か
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
様
子

は
、
翌
日
の
奈
良
新
聞
に
も
採
り
上
げ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

講演後、校長室で栗本さんと中央
委員会の役員たちが懇話会を持ち、
さらに質問をしていました。

入試直前! ３年生は年末年始も頑張りました。
今年も３年生の入試対策として「ステップ
アップ講座」を実施しました。５日間全31講
座にのべ２８２人が参加し、大変熱心に過去
問題などに取り組んでいました。

「

今

年
こ
そ
」
を
推

進
す
る
、
巳
と
己

学

校

長

松

川

利

広

年
の
初
め
に
際
し
て
多
く
の
人

々
は
、
昨

年
ま
で
の
自

分
の
生
き
方

を
省

察
し
、「
今

年
こ
そ
…
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
や
願
い
を
言

葉
に

し
、
そ
の
成

就
に
向
け
て
士

気
を
鼓

舞
し
ま
す
。
こ
の
「
今

年
こ
そ
」
の

「
こ
そ
」
に
は
、
昨

年
や
一

昨

年
と
は
異
な
る
、「
今

年
」
に
期
す
る
並

々

な
ら
ぬ
決

意
が
表
れ
て
い
ま
す
。
た
と
え
そ
れ
が
、
毎

年

同
じ
で
あ
っ
た

と
し
て
も
、
新
た
に
、
祈
り
、
願
う
こ
と
が
大

切
で
あ
り
、
そ
の
行

為
は
誠

に
人

間

的
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

さ
て
、「
こ
そ
」
と
い
え
ば
、
古

文
の
学

習
で
、
係

助

詞
「
こ
そ
」
が
あ
る
と

文

末
を
「
已

然

形
」
で
結
ぶ
、
係
り
結
び
の
法

則
（
例
え
ば
、
冬
こ
そ
ま

さ
れ
）
を
思
い
出
さ
れ
た
方
も
お
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
已

然

形

の
「
已
」
を
習
う
と
き
、「
已
」
に
よ
く
似
た
字
に
「
巳
」「
己
」
が
あ
り
、

そ
れ
ら
の
覚
え
方
と
し
て
「
キ
・
コ
の
声
お
の
れ
・
つ
ち
の
と
下
に
つ
き
、
イ

・
す
で
に
は
中
に
、
シ
・
み
は
皆
つ
く
」
と
教
わ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
こ
こ
で
は
、
三
つ
の
漢

字
の
形

態

的

関

係
に
つ
い
て
着

目
し
て
み
る
こ

と
に
し
ま
す
。

「
已

然

形
」
の｢

已｣

の
第

三

画
を
第

一

画
に
つ
け
る
（
皆
に
つ
く
＝

已
プ

ラ
ス
１
）
と
、
平

成

二

五

年
（
二

〇

一

三
）
の
干

支
「
巳
」
に
な
り
ま
す
。

蛇
は
豊

穣
の
象

徴
と
し
て
、
ま
た
家
に
福

禄
を
も
た
ら
す
、
神
の
使
い
と

し
て
信

仰
の
対

象
に
な
り
、
多
く
の
神

社
・
仏

閣
で
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

ど
の
子
に
も
、
ど
の
子
の
家

庭
に
も
福

禄
が
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
を
願

わ
ず
に
は
い
ら
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
蛇
は
脱

皮
し
て
成

長
し
て
い
き
ま
す
。

古
い
上

着
（
＝

自

分
）
を
脱
ぎ
、
新
し
い
上

着
（
＝

自

分
）
に
身
を
包
み
、

今

年
（
巳

年
）
を
、
地
を
這
う
よ
う
に
着

実
に
進
ん
で
参
り
ま
し
ょ
う
。

そ
れ
も
そ
の
進
み
方
は
、
直

線

的
で
は
な
く
、
無

駄
、
寄
り
道
、
遊
び
の

要

素
を
大

切
に
し
た
、
蛇

行

的
で
あ
っ
た
方
が
、
実
り
の
多
い
人

生
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

「
已

然

形
」
の
「
已
」
の
第

三

画
を
第

二

画
の
は
じ
め
に
つ
け
る
（
下
に
つ

く
＝

已
マ
イ
ナ
ス
１
）
と
、「
自

己
（
ジ
コ
）
」「
克

己
（
コ
ッ
キ
）「
知

己
（
チ

キ
）
」
の
「
己
」
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
「
今

年
こ
そ
」
を
実

現
す
る
に

は
、
己
（
お
の
れ
）
と
の
戦
い
お
い
て
、
己
に
勝
つ
（
克

己
）
こ
と
が
求
め
ら

れ
ま
す
。
そ
う
す
れ
ば
、
自

分
の
こ
と
を
よ
く
理

解
し
て
く
れ
る
知

己

（
真
の
友

人
、
仲

間
）
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

さ
あ
、
今

年
こ
そ
、
已
プ
ラ
ス
１
＝

巳
（
み
）
の
動

的

活

力

と
、
已
マ
イ
ナ
ス
１
＝

己
（
お
の
れ
）
の
静

的

活

力
に
よ
る

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
エ
ン
ジ
ン
で
、
山
を
越
え
、
谷
を
越
え
、
自

ら
を
高
み
へ
と
導
こ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。


